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第一部  大乗仏教における業思想―特に浄土教を中心として―  
インド、中国、日本における「転重軽受（重く受けるはずの悪業の報いを軽く受けること）
および「延年転寿（寿命を延ばすこと）」の教義を取りあげている。  
第一章  転重軽受の思想史―特に浄土教をめぐって―  
「転重軽受」を般若経典類（経典読誦や般若波羅蜜行による）、大乗『大般涅槃経』（智慧





 また「転重軽受」の使用例は、唐代の法蔵 (643-712)に始まり、日本の源信 (942-1017)・珍海
(1091-1165)・法然 (1133-1212)等に継承されるが、我が国では各々独自の解釈が展開したとし
ている。  
第二章  延年転寿の思想史―特に浄土教をめぐって―  
「延年転寿」を扱う。まずインドの部派仏教の中で、覚りを開いた阿羅漢が寿命を自由に操
ることができるという教義にその源流を見る。不老長寿を貴ぶ中国の典型的な例としては『抱
朴子』 (317 成立 )を取上げ、「増寿益算」「延年益寿」の用語に注目している。またこれらの









第二部  中国浄土教における滅罪とその過程   
曇鸞・道綽・浄影寺慧遠・智顗・吉蔵・善導における滅罪を、特に善導に焦点を当てて考察
している。  




















































































第二部  中国浄土教における滅罪とその過程  
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修福と考え、この「臨終時の念仏実践」のために平生の実践行の精進を勧めたと指摘してい
る。  






























ものか否かの問題、および「償」の語義そのものについても再検討を要すると考えられる。   
(6) 同じく「おわりに」では、道綽が智顗の所説を参照した可能性を示唆しているが、『安
楽集』に天台智顗の著作の影響を見ることができるか、慎重な検討を要する。  
 上記のように種々の教義的な課題を有する内容ではあるが、本論文は業思想と滅罪という
一貫した視座のもとで善導教学を中心とする中国浄土教に対する体系的アプローチを試みて
いる点で類例がなく、かつ多くの有力な新説を提示している。  
よって、本論文は博士（仏教学）の学位を授与するに相応しいと判定する。  
